


ミンククジラ（オホーツク海—西太平洋）の
資源の現況（要約表）

資源水準 高位水準

資源動向 増加傾向

世 界 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

な　し

我 が 国 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

捕獲調査により年間 160 頭
（2005 年以降）

資源管理方策まとめ

■資源状態にかかわらず商業捕獲は停止されている。
■改定管理方式が作られ、適用試験が終了した。
■大きな不確実性のもとでも安全な管理が可能である。

資源評価まとめ

■本系群の個体数は約 25,000 頭
■資源は増加傾向
■少なくとも 150 頭以上の商業捕獲枠

管理方策
本系群の商業捕獲は資源状態にかかわらず停止状態にあ
る。1993 年京都で開かれた国際捕鯨委員会に仕様書が提
出された改訂管理方式には、フィードバック管理の考え
方が意識的に取り入れられており、徹底したシミュレー
ションテストを通して様々な不確実性のもとでも安全な
管理が行えるものとなっている。本系統への改定管理方
式の適用試験は 2003 年に終了し、極端に安全性を見込ん
だケースも含めた平均で 150 頭程度（レンジは 63 頭 _311
頭）の商業捕獲枠が試算された。

資源状態

ヒッター・フィッターを用いた解析によると、現実的な
仮定のもとで、資源は増加傾向を示しており、1999 年の
成熟雌は初期資源に比して 70%以上の大きさを持つと考
えられており、資源は比較的高位にあると判断すること
ができる。また、資源は近年増加傾向にあるということ
が示されている。

北西太平洋でのミンククジラの捕獲頭数
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